
の
二
年
の
入
門
者
０
人
は
理
解
に
苦
し
む
。

演
者
は
何
故
文
化
二
年
の
入
門
者
が
０
人
で
あ
っ
た
か
と
い
う

謎
に
つ
い
て
一
つ
の
結
論
を
得
た
の
で
発
表
し
た
い
。

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）

本
書
は
最
近
入
手
し
た
が
、
京
都
か
ら
出
た
本
の
由
で
あ
る
。

題
名
「
阿
藺
陀
語
」
と
書
い
て
あ
る
が
、
文
学
書
的
部
分
は
帖
末

に
数
頁
あ
る
の
み
で
、
実
は
阿
藺
陀
薬
物
名
を
片
仮
名
で
書
き
、

そ
の
片
仮
名
書
き
単
語
の
下
欄
に
邦
語
訳
名
が
書
い
て
あ
る
形
式

の
単
語
集
と
い
う
訳
で
あ
る
。
イ
ロ
ハ
順
分
類
。

本
の
形
態
は
紺
色
の
横
版
綴
じ
本
で
、
和
紙
三
四
頁
中
の
二
四

頁
が
薬
物
単
語
篇
、
七
頁
が
日
常
日
本
語
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
和
訳

単
語
集
で
あ
る
。
こ
の
単
語
部
は
単
語
篇
、
動
詞
篇
、
助
動
詞
篇

な
ど
か
ら
成
り
、
極
く
初
期
の
和
藺
語
記
億
帖
で
あ
っ
て
辞
書
の

極
め
て
前
段
偕
の
日
常
便
利
帖
に
過
ぎ
な
い
。
最
後
の
四
頁
に
、

河
口
良
庵
・
春
益
師
が
一
番
弟
子
の
川
口
良
閖
（
古
河
の
河
口
家
祖
）

に
こ
の
帖
と
、
秘
伝
和
藺
陀
外
科
要
訣
全
書
を
与
え
た
理
由
が
記

18

河
口
良
庵
著
「
（
寛
文
十
庚
戌
歳
）
阿
藺
陀
語
」

本
に
就
い
て

川

島
恂
二
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し
て
あ
る
。

本
の
大
き
さ
は
縦
叩
皿
横
恥
叩
の
小
型
帖
で
あ
る
。

本
木
良
意
、
前
野
良
沢
、
吉
雄
耕
牛
、
そ
の
他
多
数
の
無
名
通

詞
の
人
々
の
努
力
の
積
上
げ
で
、
遂
に
杉
田
玄
白
を
代
表
と
す
る

『
解
体
新
書
」
の
翻
訳
の
大
事
業
が
実
現
さ
れ
た
が
、
寛
文
十
年

（
一
六
七
○
）
に
河
口
良
庵
が
記
い
た
こ
の
メ
モ
帖
も
、
極
め
て
広

義
に
見
る
限
り
、
一
つ
の
翻
訳
を
記
録
し
た
日
藺
語
記
憶
帳
（
辞
書

の
前
段
階
）
で
あ
っ
た
と
思
う
。

記
載
例

一
ホ
ッ
ク
書
物

一
ホ
ル
ガ
ア
ス
散
ス

ー
ホ
ロ
ッ
ト

腐
リ

ー
ホ
ロ
ウ
止
ル

ー
デ
レ
ッ
キ
吸

一
ケ
ネ
エ
ス
愈
ス

ー
ヲ
ン
・
ト
イ
プ
浅
イ

ー
。
ト
イ
プ
深
イ

ー
レ
キ
ト
軽
イ

ー
ズ
ワ
ア
ル
重
イ

一
ス
タ
ル
コ
ル
辛
イ

の
様
な
具
合
で
、
大
中
小
、
大
豆
、
小
豆
、
小
麦
、
釜
、
鍋
、

夜
、
昼
・
・
・
…
盃
サ
ソ
ウ
（
酒
を
注
ご
う
）
、
コ
コ
ニ
来
ョ
、
ア
リ
ク
（
歩

く
）
、
戻
ル
コ
ト
、
伴
行
ス
ル
コ
ト
、
何
ヲ
云
う
、
何
ト
ス
ル
カ
・
・
…
．

の
単
語
、
動
詞
、
助
動
詞
な
ど
が
適
当
に
書
き
並
べ
て
あ
る
。

末
尾
の
文
（
要
約
。
漢
文
を
白
文
で
書
い
て
あ
る
）

阿
藺
陀
外
科
書
は
世
に
頗
る
多
い
が
邪
を
好
み
正
を
陣
か
っ
て

奥
儀
を
辛
千
苦
万
の
経
験
を
経
て
書
い
て
い
る
本
は
実
際
の
と
こ

ろ
見
当
ら
な
い
。
私
は
異
人
の
言
を
断
っ
て
、
真
に
自
己
の
信
ず

る
膏
薬
使
用
の
奥
儀
を
、
他
言
を
引
用
せ
ず
に
、
自
分
の
も
の
に

し
た
奥
儀
を
八
巻
と
一
巻
の
注
釈
本
を
書
き
上
げ
た
。
阿
藺
陀
流

は
外
科
で
あ
っ
て
も
内
科
も
兼
ね
て
い
る
。
こ
の
経
験
記
本
は
唯

だ
一
子
に
授
け
る
。

寛
文
拾
庚
戌
歳
上
陽
日
に
肥
之
前
国
長
崎
之
住
人
川
口
良
医

莨
閑
の
こ
と
）
は
我
が
庵
に
遊
び
入
道
を
夢
み
て
よ
く
勉
学
す
る

か
ら
春
益
子
（
良
庵
の
こ
と
）
は
謹
ん
で
之
を
許
す
（
私
の
著
述
書

八
巻
と
註
一
巻
を
お
前
に
与
ふ
る
ぞ
）
。
（
以
上
の
要
旨
で
あ
る
）

即
ち
河
口
良
庵
は
か
く
て
現
古
河
の
河
口
家
蔵
す
る
『
外
科
要

訣
全
聿
旦
五
巻
の
自
筆
清
書
本
を
河
口
良
閑
に
与
え
て
、
自
ら
は
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長
女
オ
蝶
が
嫁
し
て
い
る
大
洲
城
に
寛
文
十
年
後
半
赴
い
て
医
官

と
な
っ
た
と
考
え
る
。
大
洲
に
は
川
口
良
閑
の
弟
門
人
の
鎌
田
良

球
（
子
孫
は
ず
っ
と
医
を
継
ぎ
、
今
、
産
婦
人
科
医
）
が
い
て
、
師
良

庵
と
オ
蝶
さ
ん
（
同
じ
く
大
洲
の
徳
正
寺
に
嫁
し
た
）
の
面
倒
を
見
て

葱
に
良
庵
は
八
巻
と
別
の
註
記
一
巻
と
書
い
て
い
る
の
に
、
五

巻
迄
き
り
存
在
し
な
い
理
由
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
良
庵
の
先
妻
の

長
男
宮
崎
元
仲
か
、
又
は
後
妻
の
長
子
河
口
温
良
庵
の
何
れ
か
が

京
都
で
次
々
と
借
り
受
け
て
写
本
中
に
、
河
口
良
閖
は
志
州
鳥
羽

と
し
ま
す

城
主
土
井
利
益
に
元
和
元
年
（
一
六
八
一
）
に
召
さ
れ
更
に
唐
津
移

封
に
随
行
し
た
の
で
、
六
・
七
・
八
巻
と
別
巻
一
冊
は
誰
か
の
と

こ
ろ
に
残
っ
て
し
ま
い
、
今
日
欠
本
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え

る
。
因
に
元
仲
は
京
よ
り
伊
豆
韮
山
に
移
り
、
温
良
庵
か
子
孫
は

林
雲
端
と
な
っ
て
、
京
よ
り
越
前
大
野
に
移
っ
た
想
わ
れ
る
。

小
冊
子
な
が
ら
、
内
容
は
色
々
に
豊
富
で
あ
る
。

（
宮
城
県
古
河
市
）

呉
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

杉
田
玄
白
が
執
筆
し
て
大
槻
玄
沢
に
託
し
た
草
稿
本
の
伝
存
は

未
詳
で
あ
る
。

富
山
県
高
岡
市
の
長
崎
家
に
伝
わ
る
古
写
本
「
藺
東
事
始
』
は
、

大
槻
玄
沢
が
師
杉
田
玄
白
か
ら
草
稿
を
託
さ
れ
、
手
を
加
え
て
、

『
事
始
」
を
成
槁
し
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
文
化
十
二
年
（
一
八
一

五
）
か
ら
、
わ
ず
か
五
年
後
の
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
九
月
の
筆

写
本
で
現
存
最
古
の
一
本
で
あ
る
。

浩
斎
の
問
い
合
せ
に
回
答
し
た
玄
沢
の
書
翰
や
、
関
係
長
崎
家

資
料
に
み
ら
れ
る
「
蘭
学
事
始
』
『
藺
東
事
始
」
関
係
記
事
を
整
理

し
て
、
現
在
に
お
け
る
書
名
を
め
ぐ
る
判
明
点
を
報
告
し
て
お
き

た
い
。

①
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
手
録
「
東
遊
楪
録
』
の
「
東
都
雑
事

19

「
蘭
学
事
始
」
と
「
藺
東
事
始
」

片
桐
一
男
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